
日 に ち ：令和３年６月５日（土曜） 

場 所 ：青梅市二俣尾 武蔵野市民の森 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の森林体験教室は、新型コロナウィルス感染症対策をとりながらの開催となりました。 

マスクを着用して山道を歩くのは大変でしたが、こまめに休憩をとり、子供たちみんなで助け

合いながら活動することができました。当日の天候は、あいにくの曇り空。しかし森の中では、

鳥のさえずりや、木の香り、土の香りが感じられ、森林独特の雰囲気を五感で楽しめる貴重

な１日となりました。午前中は、道づくりに挑戦。くわを使い地面を整地して、のこぎりで木を

切り、ハンマーでくいを打って、丈夫な道をつくりました。行きは、歩きにくかった斜面も、帰り

はずいぶんと歩きやすくなって、子供たちも道づくりの大切さを肌で感じることができたようで

す。午後は自然体験館へ場所を移して、丸太切り体験。のこぎりの扱いに慣れてくると、どれく

らい薄く切ることができるかを競って、熱戦が繰り広げられました。切った木片を太陽に透か

してのぞく子供たちの微笑ましい姿も見られました。またみんなで、森林体験しましょうね！ 

こんなに薄く切れたよ 道完成！ 木を運んで・・ 

準備完了 現地スタッフさんとスギの木のお話 太い！切り終わるのに 20分 


